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〔資　　料〕

家族システムを解釈する方法としての『円環的認識論』
―家族看護における位置づけと活用―

今井　美佳1）　　柳原　清子2）

要　　旨

家族をシステムとして捉えた家族アセスメントの見方とは，家族集団としての家族メンバー間と，

家族のメンバーと外部（ケアを提供する看護師も含まれる）との，複数の関係性に注目する事である．

複数の人間同士の関係の理解を助けるものとして，円環的認識論（circular epistemology）がある．

これは，相互作用やコミュニケーション過程を重視する見方とされる．G, Batesonは，人間の生にお

ける相互作用の存在を重視し，生命のコンテクスト（文脈）を学ぶという事を，二つの生き物の外的

な関係の問題として論じた．そして，関係とは，相互作用の当事者である二者により，それぞれの単

眼視覚を持ち寄った双眼的な視界を与える二重視覚で作り出される二重描写の産物であるとした．家

族看護実践では，この二重描写を理解することが重要であり，そのために家族メンバーが「現実」と

して語る苦悩や病の語りに注目する．この語りは，家族システム内・外のシステムとの交流における

メンバーの調整の産物であり，交流相手との二重描写をもとに家族メンバーが表す物語である．時間

軸上に配置された経験を伴う物語から，家族メンバーのコンテクスト（文脈）を学び知ることで，援

助者は，相互作用に関与する人々にとっての意味が付与された奥行きある情報で理解する事ができる．

円環的認識論に基づき家族システムを解釈するものの見方とは，家族の相互作用を，当事者のコンテ

クストを通して現れる「関係」として可視化しようと試みることである．そして，そこでは援助場面

の当事者である家族システムと看護師の関係も考慮される．

キーワーズ：家族システム，相互作用，複数の関係性，円環的認識論，コンテクストの理解

Ⅰ．はじめに

家族看護が対象とする家族とは，複数の様々な年

代のメンバーで構成され，夫婦・親子・きょうだいと

いったサブシステムの関係の中で，個人としての考え

方 （認識・感情） と立場と役割を持ち，他のメンバー

とのやり取りを行いながら，集団としての機能を維

持している．メンバーは，それぞれが家族外の社会

からも影響を受け，役割を持っている．このように

家族とは，複数の人間同士が相互に作用しあう状況，

すなわち相互作用と，それに伴う複数の関係を併せ

持った状態で存在している．家族アセスメントで家

族をシステムとして捉える見方とは，ある家族メン

バーひとりの様相を捉えるだけではなく，集団とし

ての家族メンバー間と，家族メンバーと家族外部と

の相互作用と，複数の関係に注目する事である．

この人間同士の相互作用や複数の関係について，

心理学者の遊佐は，『人間のような生物体システム

はフィードバック円環（因果関係が円環での鎖状を

形成している状態）をもつ．そして人間関係におけ

る因果関係は，他のシステムと関係や交流を持ち，

相互に影響を与えあうため，単なる円環因果律より

複雑な，複数の円環が円環関係を構成している関係

である』と指摘している．そして，その理解を助け
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るものとして，円環的因果律による考え方，即ち円

環的認識論（circular epistemology）に触れている

（遊佐，2016）．人間同士の相互作用や複数の関係に

注目したアセスメントによる看護を特徴とする家族

看護において，この円環的認識論に基づいて人々の

関係をとらえ，様相を理解していく考え方は重要で

あると言える．家族とかかわりをもつとき，看護師

と家族メンバー（患者も含む）“個人”の二者間の

相互作用へ注目する場合は，いわゆる一対一の関係

性として，看護実践における人間関係の概念枠組み

を示したペプロウや，トラベルビーが唱える看護理

論でも考える事ができる．どちらも保健上の問題解

決という目標に向かうプロセスそのものを看護と

し，一対一の関係における相互作用によってプロセ

スが進展していく様子が，関係性の位相として示さ

れている（中山，2020；岡谷，2020）．しかし，家

族看護を考える時，看護の対象となる家族メンバー

（患者も含む）は，家族の一員として他の家族メン

バーとの複数の相互作用の只中にも居る．つまり，

看護師との一対一の関係における相互作用だけでは

収まらない，複数の人間同士の，重なり合った相互

作用や関係を扱うことになる点が，家族看護実践の

独自性といえよう．それ故に，看護実践者にとって

は，円環的認識論に基づく思考による家族システム

の理解が可能になることが，家族看護実践を行う上

で基盤になるものであると思われる．

一方で，円環的認識論という言葉自体が看護では

聞きなれない言葉であり，円環的認識論に基づいた

家族システムの理解とはどういった理解の仕方であ

るのか，どのように実践と関連するのかは家族看護

の書籍においても僅かな記載に留まっている．国内

の既存文献においては，看護師が対象理解のために

多面的なアセスメントをする様子（廣部，飯田，

2001；渡邉，丸山，横川，他，2018；浅海，村上，

2021；山本，浅野，2018；山本，2019）や看護師の

質問方法の特徴（佐々木，2005），家族内の体験や

コミュニケーションの様子を表現するため（安武，

2011）に「円環的思考」「円環的」という用語が用

いられていた．この他，既存の家族看護のアセスメ

ント/支援モデルにて症例を分析し，看護師の家族

アセスメントの変化や事例の経過・転帰を説明した

報告が主であり（白坂，古川，佐々木，他，2002：

岩井，大藤，切畑，他，2010：竹内，2008：永野，

井上，西山，他，2004：有坂，木内，谷原，2004：

岩木，為国，前川，他，2002：田邊，武田，渡辺，

2000），円環的認識論に基づく思考による家族シス

テムの理解の仕方や実践の特徴をくみ取ることに焦

点化されたものがないというのが現状である．これ

らから，家族看護において円環的認識論が重要な家

族の見方・援助の基盤とされながら，それを用いた

実践がどのような特徴をもつものとされているのか

という点については，いまだ十分に言語化されてい

るとは言い難いことが考えられた．

そこで，本稿では，円環的認識論とは何か？　と

いう視点に立ち戻り，複数の相互作用が存在する家

族システムを解釈する方法としての「円環的認識論」

が，家族看護においてどのように位置づけられ，活

用されているのかを論述することを目的とする．

Ⅱ．方 法

本稿の手順として，まず，円環的認識論について

書かれた書籍や文献などを調査し，関連分野におけ

る位置づけを概観した．そして，円環的認識論につ

いて提唱している人類学者であり社会科学者である

G, Batesonの著作をもとにその哲学的背景と特徴を

述べた．最後にこの考え方を基盤とした対象理解に

ついて，既存の家族看護モデルを参照しながら，コ

ンテクストの理解という視点から検討を行い，円環

的認識論に基づく思考で家族システムを解釈するこ

とによる示唆を述べた．
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Ⅲ．結 果

1．関連分野における円環的認識論の位置づけ―家

族療法とシステムズ・アプローチ

円環的認識論については，家族療法分野の書籍や

文献が論述していることが多かった．家族療法は家

族集団を援助の対象とする臨床であるが，かねてよ

り円環的認識論を基盤にした人間同士の相互作用と

関係についての考え方を重要視してきた．家族カウ

ンセリングを専門とする亀口は，この円環的認識論

について，原因と結果とは相互に影響を与え合って

いる，相互作用やコミュニケーション過程を重視す

る見方（亀口，1998）と解説し，円環的認識論を，

家族関係を直接扱うための特殊レンズと位置付けた

うえで援助方法を提案している（亀口，2005）．こ

の，円環的認識論が家族に対する臨床で用いられる

背景には，家族をシステムとして捉える見方が関連

している．

家族をシステムとして捉える見方は，1950年代

に家族療法に導入された『一般システム理論』には

じまったと言われており，この理論は家族集団のア

セスメント及び複数メンバーへのかかわりにおいて

重要な理論とされている（亀口，1998）．一般シス

テム理論は，L, Bertalanffyによって1948年に発表

された理論である．この理論は，多種多様なシステ

ム（組織，秩序ある集合体）全般について，それを

取り巻く環境との関係を考慮に入れて理解しようと

するための理論，いうなれば，ものの見方として示

されている（遊佐，2016）．その後，家族療法にお

いては，実践場面で家族や人間のように一般的に複

雑に考えられるものであっても，その複雑さを失わ

ずに明確に理解することを目指し，一般システム理

論を応用したシステムズ・アプローチという考え方

が発展した．システムズ・アプローチの権威と言わ

れる，J, G, Millerは，生物学の立場から，人間シス

テムに焦点を当て，『患者』と呼ばれる人間または

人間の集団に影響を与えるファクターをより包括的

に，そしてそれらのファクターの相関関係をも考慮

に入れ，『患者』の問題の治療に携わるための概念

的枠組みとして『一般生物体システム理論』を提唱

したとされる．この生物体システムの特性とされて

いるのが，①開放システムとして他から影響を受け

る②フィードバック円環がある③円環的因果律によ

り，純粋な意味での原因‒結果という関係は存在し

ないという3点であり，こうした生物体システム

を，よりよく理解するための考え方とされているの

が円環的認識論（circular epistemology）である．

遊佐は，システムズ・アプローチにおいては，セラ

ピストも環境システムの構成員として家族と相互に

影響を与え合っていると述べ，そのとらえ方の根源

に円環的思考を置いている（遊佐，2016）．

このように，家族のような集団を援助の対象とす

る臨床実践においては，家族をシステムとして捉え

ることが有用とされ，その際に人々の相互作用とい

う現象について理解をする基盤として円環的認識論

が重要視されてきた事は家族療法の知見が示してい

る．そこで，改めて円環的認識論がどのような特徴

をもつのか，哲学的背景も含め検討する．

2．円環的認識論の哲学的とらえと特徴

円環的認識論とは，前述のBatesonの発想である

（Bateson, 1979）．Batesonは，一般システム理論を

発表したBertalanffyと同年代の研究者であるが，

『我々は皆が，生きている世界の一部を成す』とい

う考えの上で，科学と哲学の一支流が融合した認識

論という形を用いて，世界を二元化しない精神の定

義を提示した （Bateson, 2001）．Batesonは，物理学

や科学の中で築かれた，人間を自然と乖離した特別

な存在として捉える見方や，直線的な論理の一貫性

に対する盲目的崇拝の限界を指摘し，人間の動物的

＝霊的属性に注目し，『精神/身体の二元論解消には，

自らの示す考え方によってアプローチが可能である』

と述べている．特に，人間の生における相互作用の

存在を重視し，『生きるということはどんなコンテ

クストの中に身を置くことなのか，ということの学

習は，二個の生物間の外的な関係の問題として論じ

なければならず，関係とは常に二重描写の産物だ』
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と主張している（Bateson, 2001）．この点について

は，著書の中で更に詳しく解説されている．『人間

の脳が左右の眼で捉えた視覚でものの奥行きに関す

る情報を得るように，相互作用に関わる二者が，左

右の眼のようにそれぞれの単眼視覚を持ち寄って奥

行きのある両目視覚を作っており，その二重視覚で

作り出されるものこそが関係である』．Batesonに

よれば，関係は個々の人間の内側にある性質によっ

て述べられるものではなく，人間同士の間で起こる

事に根差しているため，両者の間で起こることを通

して行動を理解することから，私たちは人間につい

ての奥行きのある新たな情報が得られるのだという

（Bateson, 2001）．この主張は，デカルト的二元論

や還元主義的思想などをひとまとめにした，直線的

認識論，すなわち『特定の原因と結果を直線的に結

びつける，あるいは，ある部分が他を統制する，な

どとする論述』を解消するものと言われている（亀

口，1998）．

Batesonが述べる円環的認識論は，日々人間が生

きていく中で生じている相互作用という現象に注目

し，相互作用するもの同士の関係を『関わりあう二

者の二重描写の産物』として理解しようとするもの

の見方であると言える．しかし，これだけでは家族

システムの重なり合う相互作用や複数の関係の捉え

方とどのように繋がっていくのか，という点が十分

説明しきれていない．その点について考えるにあた

り，まず，集団としての家族にかかわる援助者が，

家族メンバーの関係をどのように捉えていくのかに

ついて検討したい．すなわち，家族システム内のメ

ンバーが重なり合った円環関係による相互作用とい

う現象の中に居て，メンバー同士の関係とはメン

バーそれぞれの視覚，すなわち物事の見え方や考え

方が持ち寄られた二重描写によって成立していると

いう，円環的認識論のものの見方から家族を対象と

する看護実践を行うには，第一にメンバーそれぞれ

の視覚を捉えることを必要とする．家族にかかわる

援助者は『二者間の二重描写』をどのようにして得

ていけばよいのだろうか．この点について，家族看

護のモデルを参照しながら述べる．

3．円環的認識論からコンテクスト（文脈）理解に

よる対象理解の方法へ：家族看護での活用

1）家族看護のモデルにおける円環的認識論とナラ

ティブ・アプローチ

家族療法の知見が蓄積された後，その影響から

1970年代後半，家族そのものを看護の対象とする家

族看護学が提唱されるようになった（藤岡，2014）．

家族に焦点を当てた看護モデルとして開発された

（森山，2004）カルガリー家族アセスメントモデル

（以下CFAM）・カルガリー家族介入モデル（以下

CFIM）の発案者である，カルガリー大学のL, M, 

Wrightは，著書の中で次のように述べている．『家

族の行動は，直線的な因果関係ではなく，円環的な

因果関係という観点から理解するのが最も適してい

る』（Wright, Leahey, 2009） Wrightらは，全ての

看護師は家族をヘルスケアに巻き込む知識と能力を

習得する必要があると述べ，家族をシステムとして

捉える看護を理解することの重要性を強調した．

家族と看護師との関係を概念化するための枠組み

とされるCFAM・CFIMの背景にはシステム論の

他にコミュニケーション理論や変化理論，認知の生

物学等が含まれている．そして本モデルを用いた家

族への援助において活用されているのがナラティ

ブ・アプローチである．このナラティブ・アプロー

チは，言葉が我々の生きる世界を形作るという，社

会構成主義（社会構築主義）の考え方に基づくもの

である（野口，2002）．Wrightらは，『家族のメン

バーが構築した“現実”を変える方法は，家族の中

で新しい相互作用の方法を開発することであり，看

護師はその新しい相互作用を支援するのだ』とモデ

ル内で述べている．社会構成主義の前提の一つであ

る『世界や我々自身を理解するための言葉や形式

は，社会的産物―歴史的・文化的に埋め込まれた

人々の交流の産物である』（Gergen, 2019）を基に

考えると，家族メンバーが自らの「現実」として

語った苦悩や病の語りというものは，家族システム

内もしくは家族外のシステムとの交流のなかで，そ
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こに関わる人間行為の調整，すなわち相互作用を経

た産物として，当事者たちにとっての苦悩や病とし

て現われている．それ故看護師は，家族の苦悩や病

として現われている「現実」を変えるために，メン

バーが新たな交流による相互作用を獲得できるよう

な支援を行う存在ということになる．

ここで注目するのは，『家族メンバーが交流の産

物として示した苦悩や病の語り』とは，彼らがこれ

まで暮らしや文化の中で交流した相手との二者間の

二重描写の様相をもとに家族メンバーが語りとして

表す物語であり，当事者の認知している体験である

ということである．援助者はその体験を知ることか

ら，家族メンバーが家族システム内外の人々との間

で描いている二者間の二重描写＝関係を理解してい

くのである．そして，二者間の二重描写としての

「関係」を，外部システムである援助者側からの見

え方ではなく，内部システムである家族メンバー当

事者側の見え方として解釈していくための手段にお

いても，家族メンバーの視覚世界を，家族メンバー

の発する言葉によって共有するナラティブ・アプ

ローチが有用なのである．

尚，この二者間の二重描写は，家族システムにお

いては，複数の人間同士の相互作用が重なる中でよ

り複雑なものになっていることが予想される．援助

者がナラティブ・アプローチによってこの複雑な関

係を読み解こうとすること，それは，家族員個々の

体験を超えた，家族システムとしての家族のありよ

うを解釈していく作業とも言えよう．

2）家族システムの解釈におけるナラティブ・アプ

ローチの有用性：コンテクストの理解

家族システムとしての家族のありようを解釈して

いくことに関連して，山本は，ナラティブに依拠し

て，多声的な物語としての家族理解の意義について

触れている（山本，2019）．山本は，家族内の“関

心事”について，家族メンバーそれぞれの立場から

の物語として記述することを通して，家族のなかで

は，相手の思いを汲み取りながら補完的に自らの家

族について物語が作られていることを示した．そし

て，その物語を聞く看護者が，多声的な物語として

家族を理解することは，家族ひとりひとりの物語の

重なり合いのなかに，家族としてのどのような考え

方があるのかを見出すことを助けると考察してい

る．つまり，看護者は，家族メンバー個人の語る，

二者間の二重描写による物語それぞれを，家族集団

の中で重ねあったり繋げたり，対比させたりするこ

とで，家族システムの姿を解釈しようとする事が考

えられる．

Batesonは，関係もしくは相互作用と絡む二重描

写から，コンテクストが学習されると述べている

（Bateson, 2001）．すなわち，ナラティブ・アプロー

チにより相互作用を生み出す“関係”としての二者

間の二重描写を掴むこととは，二者間のコンテクス

ト（文脈）を学び知ることであると言える．この，

コンテクスト（文脈）には，相互作用している二者

の，時間軸上の経験も含まれる．人々は，人生を理

解しようとする努力の中で，自身と周りの世界に関

する首尾一貫した説明が得られるような形で，自ら

の経験を時間軸上に順序よく配列する．そのような

説明‒ストーリーや自己物語 （self narrative） によっ

て経験を物語ることが，人々の人生と人間関係に意

味を与えるという（White, Epston, 2017）．二者間

の二重描写から，相互作用している二者のコンテク

スト（文脈）を知ることとは，その人達の時間軸上

に配置された経験に基づく物語を知る事であるた

め，相互作用に関与する人々が抱いている“意味”

が付与され，聞き手の解釈が深められ，Batesonが

言うように情報に奥行きを持たせた理解の仕方をす

る事ができるのである．

遊佐は，患者の現在までのプロセスをサブシステ

ムのプロセスとして把握し，上位のシステムとの関

係で理解するというアプローチ，即ち患者をそのコ

ンテクストと照らし合わせて理解しようとする事を

提言する（遊佐，2016）．患者にとっての上位シス

テムとは，社会や地域，仲間，そして家族等であ

る．つまり，家族をシステムとして捉えた家族看護

を行う際にも，患者や家族メンバー個々が現在まで
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辿っているプロセスは，個々にとっての上位システ

ム（地域や社会，家族内のサブシステム）との現在

の関係の中で理解する必要がある．このように家族

メンバーのコンテクト（文脈）は常に動的・主観的

な要素を含んでおり，家族構成等のような客観的情

報やカルテに記載されている過去の言動の記録だけ

では，今，目の前の家族の姿を把握できない．目の

前の家族が，今どのようなコンテクスト（文脈）の

中に居るが故に，このような「関係」が現れてみえ

るのか．家族看護においては，看護師がナラティ

ブ・アプローチによって，時間性を伴う経験の，物

語としてのコンテクスト（文脈）を掴み，「関係」

を可視化しようとするこの解釈の過程こそが，円環

的認識論のものの見方から家族システムを理解し家

族を援助するためには欠かせないことなのである．

3）円環的認識論で捉える家族システムと援助者の

関係

人間同士の相互作用に注目することは，当然，家

族にかかわろうとする援助者と家族システムとの相

互作用も考慮に入る必要がある．この点について

CFAM・CFIMは冒頭の部分には『家族システム看

護介入は，看護師の行動と家族の反応に焦点を当て

る必要がある．これはクライアントの行動に焦点を

当てる看護診断や看護成果とは異なるものである』

と述べられている．（Wright, Leahey, 2009）そして

家族をシステムとして捉える看護において効果的な

看護介入とは，看護師が提供する介入と家族メン

バーの生物心理社会的精神的構造との「フィット」，

すなわち噛み合わせにより，クライアントと家族が

反応するものである，とした （Wright, Leahey, 2009）．

この，『噛み合わせによるクライアントと家族の反

応』というのは，看護師の言動に対し様々に家族が

反応する様子を示しており，家族看護実践上の看護

師と患者・家族との間でのやりとり，相互作用の存

在を表している．先の家族療法におけるシステム

ズ・アプローチ同様に，家族看護実践においても円

環的認識論のものの見方を用いて家族内の相互作用

に限らず，家族にケアを提供しようとする看護師と

家族システムとの相互作用と関係へも注目して看護

を行うことが，当然視されているのである．

Ⅳ．考 察

本稿では，円環的認識論に基づいた思考による家

族システムの理解の方法について円環的認識論とは

何か？という点に立ち返り論述することを試みた．

その過程で，既存の文献や書籍における知見を述

べ，対人援助臨床における活用の経緯を概観し，円

環的認識論について提唱しているBatesonの著作を

もとにその特徴を述べた．そして実践における対象

理解の方法について，コンテクスト（文脈）の理解

という視点からナラティブ・アプローチとの関連に

ついて提起した．これらから，円環的認識論に基づ

き家族システムを解釈する事が看護実践にどのよう

な可能性をもたらすのか，どのような課題があるの

か考察する．

1．援助者と家族の関係の可視化による看護実践検

証と共有の可能性

円環的認識論によるものの見方の最大の特徴は，

人々が生活の中で体験している出来事を相互作用の

点から捉えたことであり，人間関係における現象を

当事者個人の特性や課題だけでなく当事者にかかわ

ろうとする者も含めて捉えようとしているところに

ある．家族看護において，援助者と援助の対象者の

関係に注目するという事は，米国の家族看護理論家

H, Hansonの著書においても述べられている．Han-

sonは，看護師が家族ケアに従事する際の重要な概

念の一つとして，ヘルスケアの治療的三角関係につ

いて触れ，治療的三角関係のそれぞれの頂点に，患

者・家族員・ヘルスケアの専門職を置き，『対角線

上の二者間における緊張状態を安定させるために三

項目の人物が巻き込まれた時に，三角関係が発生す

る』ことを述べた（Harman Hanson, Boyd, 1996）．

家族看護においては患者と看護師，患者と家族，あ

るいは看護師と家族の間に関係性の困難さが発生し

ている場合，第三項に位置する人物もケアの関係性
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に巻き込まれていくこととなる．円環的認識論に基

づき，人間同士の相互作用に注目するという在り方

は，援助の対象（家族システム）内の現象を客観的

にアセスメントするがシステムには干渉しない看護

師ではなく，援助者であると同時に家族システムと

も相互作用する存在としての自身の姿を考慮に入れ

ることの重要性を，看護師に示している．これは，

家族療法におけるシステムズ・アプローチや，家族

療法の実践において，観察対象は観察者の視点に

よって見え方が変わってくるというセカンドオー

ダーの視座（楢林，2020）とも類似する考え方であ

る．看護師は，自らも目の前の援助関係に巻き込ま

れている存在であることを意識することで，家族シ

ステム内の二重描写だけでなく，家族システムと援

助システム間の二重描写＝関係の可視化作業も考慮

することになる．この過程では，援助対象とする家

族システムと援助システムである自分というそれぞ

れのコンテクスト（文脈）に注目することとなり，

食い違いや思い込みのような差異に気が付きやすく

なる．その結果，自らの家族システムの捉え方やか

かわり方を検証したり，一見すると「個人の価値

観」ととらえられがちな家族とのかかわり方を，他

者と共有し検討することが可能になると考える．

2．二者間の二重描写だけでは説明しきれない家族

看護における相互作用

円環的認識論によるものの見方において，二者間

の二重描写で関係を捉えるというBatesonの提唱に

遡り論述した．しかし，実際の家族看護実践におい

ては，二者間の二重描写としての関係に留まらな

い，家族システムの複雑な関係を扱っていることが

予想される．父，母，子など，それぞれの家族メン

バー同士の二者間の関係と，家族システム内全体や

サブシステム内における家族メンバー同士の関係へ

の視点については，「二者間の二重描写」だけでは

説明が難しい．

例えば，家族療法は，非行や心身症といった家族

が「問題」と捉える現象を，「関係」の問題として

定義し直し，家族の変化への資源を最大限に引き出

すことで家族関係を変化させ，症状や問題行動を消

去・軽減する方法をとる（中村，2017）が，家族看

護は当初より治療やカウンセリングを目的としてい

ない．家族全体を看護の対象とし，家族システムを

理解することを通して患者の健康問題に対応するた

めに家族が持っている機能を最大限に発揮できるよ

う働きかける（上別府，井上，新井，他，2021）の

であり，その際に家族システム内の複雑な相互作用

がどのように捉えられて看護実践と繋がっていくの

かについては，今後検証が求められる内容であると

考える．更に，援助者と家族システムの間の関係に

ついてもコンテクスト（文脈）を通した理解が可能

となる可能性がある一方で，看護師が捉えたその二

重描写の妥当性をどのように判断するかといった点

は議論を要する部分と考える．

3．家族看護実践探求の可能性

円環的認識論に基づく円環的思考は，人間関係を

調整する仕事，学校教育相談などでも有効な武器に

なる（八巻，2014）と言われ，対人支援活動を行う

分野において新たな視点をもたらす思考法として注

目されている．家族看護においても，円環的思考を

用いることにより，かかわりに困難を感じ葛藤が生

じる場面において，コミュニケーションの相互作用

で起きていることを理解し，現象を捉えていくこと

が有用とされている（畠山，2019）．先に，円環的

認識論とナラティブ・アプローチの関係から，看護

者が家族メンバー個人の語る二重描写による物語そ

れぞれを，家族集団の中で重ねあったり繋げたり，

対比させたりすることで，家族システムの姿を解釈

しようとする事が考えられることを述べた．これま

で，家族看護実践を探求する研究が蓄積されている

が，改めて円環的認識論に注目した角度から実践を

分析していくことで，どのように家族システムを捉

えているのか，特に複数の人間間の相互作用と関係

を扱う家族看護の独自性や特徴，実践の詳細がより

鮮明にされると考える．

また，援助者自身も含めた複数の人間同士の重な

り合った相互作用の中での家族看護実践について具
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体的な知見を探求していくことで，円環的認識論の

家族看護への適用の特徴や活用の詳細等が明らかに

なる可能性もあり，家族看護学にとっても重要な課

題であると考える．円環的認識論は相互作用に注目

をするという点や，その実践方法における社会構成

主義との関連から，既存の知見をこのような視座か

ら考察することも課題と思われた．

Ⅴ．結 論

円環的認識論は，人間の生における相互作用に注

目し，相互作用するもの同士の関係を『関わりあう

二者の二重描写の産物』として理解しようとするも

のであるというBatesonの提唱から，人間同士の相

互作用が重なる家族システムにおいて，複雑なもの

になっている二者間の二重描写を，援助者がナラ

ティブ・アプローチによって読み解こうとすること

は，家族システムの姿を解釈する事であると述べ

た．そして，その過程において，看護師が時間性を

伴う経験の，物語としてのコンテクスト（文脈）を

掴み，“関係”を可視化しようとすることが，円環

的認識論に基づいた思考により家族システムを理解

し家族を援助するために重要であることに触れた．

今後は，円環的認識論に基づく家族システム理解の

方法や，援助者自身を含めた複数の人間同士の相互

作用において家族看護実践がどの様に行われていく

のかといった具体的な知見を探求していく事が重要

な課題である．
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Interpreting the Interactions in Family Systems with “Circular Epistemology” 
Roles and Use in Family Nursing
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The perspective of family assessment, which treats the family as a system, focuses on the relationships between 
family members as a group and one another as well as the external world （including nurses who provide care）. 
The application of circular epistemology assists in understanding these relationships between multiple people. This 
perspective emphasizes the need for interactions and communication processes.
G. Bateson emphasized the existence of interaction in human life. He then discussed learning the context of life 
as a matter of the external relationship between two creatures. And relationship is always a product of double de-
scription. It is correct （and a great improvement） to begin to think of the two parties to the interaction as two 
eyes, each giving a monocular view of what goes on and, together, giving a binocular view in depth. This double 
view is the relationship.
Understanding this dual depiction is important for practice concerning family nursing, as doing so involves focus-
ing on the narratives of distress and illness that are told and perceived to be the “reality” of the family members. 
These narratives are the product of coordination between members with regards to interactions within systems 
both inside and outside the family dynamic. They are the stories told by family members based on the dual depic-
tion aspect of the two parties with whom they interact. Through learning and knowing the context of family mem-
bers from their narrative accompanied by experiences placed on the time axis, nurses can understand the individu-
als with depth information that is given meaning for the people involved in the interaction. Interpreting the family 
system based on circular epistemology is an attempt to visualize family （including patients） interactions, that ap-
pears as a “relationship” through the context of the party. And the relationship between the family system and the 
nurse in the helping relationship is also taken into account in that situation.


